
は
じ
め
に

　

文
学
研
究
は
本
文
が
な
け
れ
ば
始
ま
ら
な
い
。
古
典
文
学
作
品
の
本
文
は
、
写
本
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
た
。
長
い
年
月
の
間
、
書
写
が

繰
り
返
さ
れ
る
う
ち
に
、
あ
る
い
は
誤
写
に
よ
っ
て
、
あ
る
い
は
意
図
的
に
本
文
は
も
と
の
姿
か
ら
変
形
し
て
い
く
。
成
立
時
の
原
本
が

伝
存
し
て
い
れ
ば
、
そ
れ
に
勝
る
本
文
は
な
い
。
し
か
し
、
成
立
の
古
い
平
安
時
代
の
文
学
作
品
に
お
い
て
は
、
原
本
の
伝
存
な
ど
夢
の

ま
た
夢
。
原
本
は
と
に
か
く
と
し
て
も
、
転
写
本
の
完
本
で
さ
え
、
平
安
時
代
の
書
写
に
か
か
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
存
在
し
て
い
な
い
。

最
も
多
く
の
写
本
が
伝
存
す
る
古
今
和
歌
集
で
す
ら
、
平
安
時
代
書
写
の
完
本
は
国
宝
元
永
本
（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
と
伝
藤
原
公
任

筆
古
今
和
歌
集
（
九
州
国
立
博
物
館
蔵
）
の
み
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
よ
り
古
い
本
文
を
も
と
め
る
断
ち
が
た
い
業
の
よ
う

な
も
の
が
、
古
典
研
究
者
の
胸
中
に
は
巣
く
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
古
筆
切
が
古
典
文
学
の
本
文
資
料
と
し
て
か
け
が

え
の
な
い
存
在
意
義
を
も
っ
て
く
る
。

　

狭
義
に
は
、
鎌
倉
時
代
初
期
以
前
に
書
写
さ
れ
た
古
写
本
の
断
簡
を
古
筆
切
と
い
う
。
今
で
は
、
室
町
時
代
あ
た
り
ま
で
の
書
写
本
断

池

田

和

臣

平
安
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三
六

簡
も
、
古
筆
切
と
呼
ぶ
の
が
一
般
的
に
な
っ
た
。
古
筆
切
の
資
料
的
価
値
は
一
つ
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
平
安
時
代
の
書
写
に
か
か
る

古
筆
切
は
、
書
写
の
古
さ
か
ら
し
て
ま
ず
も
っ
て
本
文
資
料
と
し
て
高
い
価
値
が
あ
る
。
ま
た
、
文
字
史
・
仮
名
表
記
史
と
い
う
国
語
学

的
価
値
も
あ
る
。
さ
ら
に
、
筆
跡
も
優
美
で
個
性
的
な
も
の
が
多
く
書
道
芸
術
と
し
て
の
価
値
も
あ
る
。
様
々
な
装
飾
料
紙
に
書
か
れ
た

も
の
も
少
な
く
な
く
、
美
術
史
的
価
値
も
も
っ
て
い
る
。
無
論
の
こ
と
、
国
文
学
が
も
と
め
る
も
の
は
、
本
文
資
料
と
し
て
の
側
面
で
あ

る
。

　

本
文
価
値
と
い
う
こ
と
に
し
ぼ
る
な
ら
、
一
般
的
に
い
っ
て
、
書
写
年
代
が
く
だ
り
原
典
か
ら
時
間
的
に
遠
ざ
か
る
に
し
た
が
っ
て
、

古
筆
切
の
本
文
価
値
は
さ
が
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
書
写
年
代
が
く
だ
る
古
筆
切
で
あ
っ
て
も
、
比
較
的
書
写
年
代
が
古
い
こ
と
、
異
本
の
本

文
を
伝
え
て
い
る
こ
と
、
散
逸
作
品
の
断
簡
で
あ
る
こ
と
、
作
者
自
筆
の
断
簡
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
、
も
と
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
書
写

年
代
が
古
い
こ
と
、
異
本
で
あ
る
こ
と
、
散
佚
作
品
で
あ
る
こ
と
、
作
者
自
筆
で
あ
る
こ
と
、
こ
れ
ら
の
要
素
が
な
く
と
も
、
資
料
に
よ

っ
て
は
別
の
文
学
史
的
意
味
を
有
し
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。
断
簡
一
葉
一
葉
で
は
意
味
の
み
い
だ
せ
な
い
も
の
で
あ
っ
て
も
、
ツ
レ
を
集

積
す
る
こ
と
で
意
味
を
も
っ
て
く
る
こ
と
も
あ
る
。
古
筆
切
研
究
に
は
粘
り
強
い
情
報
集
積
が
欠
か
せ
な
い
。

　

古
筆
切
の
中
に
あ
っ
て
も
、
物
語
作
品
の
断
簡
と
な
る
と
、
そ
れ
が
占
め
る
比
率
は
歌
書
の
断
簡
に
比
べ
格
段
に
低
い
。
わ
ず
か
四
パ

ー
セ
ン
ト
と
い
う
試
算
も
あ
る（
1
）。
そ
の
残
存
率
の
格
段
に
低
い
物
語
の
古
筆
切
の
中
で
も
、
源
氏
物
語
、
伊
勢
物
語
が
圧
倒
的
に
多

く
、
狭
衣
物
語
が
そ
れ
に
続
く
。
他
の
作
品
は
極
め
て
少
な
い
。
物
語
の
古
筆
切
は
、
伝
存
し
て
い
る
こ
と
自
体
が
稀
少
な
資
料
価
値
を

も
っ
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
無
い
。
こ
こ
に
、
新
た
に
み
い
だ
さ
れ
た
平
安
時
代
物
語
文
学
関
係
の
古
筆
切
資
料
を
い
さ
さ
か
紹

介
し
、
考
察
を
く
わ
え
る
。

一　

伝
後
光
厳
院
筆　

竹
取
物
語
断
簡

　
「
物
語
の
い
で
き
は
じ
め
の
祖
」
と
さ
れ
る
、
物
語
文
学
史
に
と
っ
て
重
要
な
位
置
を
し
め
る
竹
取
物
語
で
あ
る
が
、
古
写
本
に
恵
ま
れ

て
い
な
い
。
古
め
か
し
い
非
現
実
的
な
物
語
と
み
な
さ
れ
、
次
第
に
読
ま
れ
ず
、
書
写
さ
れ
な
く
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
最
も
古
い
伝
存



写
本
は
元
亀
元
年
（
一
五
七
〇
）
奥
書
の
紹
巴
本
で
あ
り
、
そ
れ
に
次
ぐ
の
が
天
正
二
〇
年
（
一
五
九
二
）
書
写
の
武
藤
本
（
天
理
大
学

付
属
天
理
図
書
館
蔵
）
で
あ
り
、
そ
の
他
の
本
は
す
べ
て
近
世
初
期
以
降
の
書
写
本
・
刊
本
で
あ
る
。

　

伝
本
は
通
行
本
系
統
と
古
本
系
統
本
に
大
別
さ
れ
て
い
る（
2
）。
古
本
系
の
写
本
は
稀
少
で
文
化
一
二
年
（
一
八
一
五
）
奥
書
の
新
井
本

が
あ
る
く
ら
い
で
あ
る
。
し
か
し
、
古
本
系
に
も
本
文
の
乱
れ
が
あ
り
、
改
訂
・
改
竄
の
あ
と
が
あ
る（
3
）。
両
系
統
と
も
に
誤
り
の
少
な

く
な
い
改
訂
本
文
な
の
で
あ
る
。

　

そ
ん
な
劣
悪
な
本
文
状
況
の
中
、
古
本
系
と
も
通
行
本
系
と
も
異
な
り（
4
）、
書
写
年
代
が
室
町
時
代
初
期
く
ら
い
ま
で
遡
る
と
考
え
ら

れ
る
古
筆
切
が
注
目
さ
れ
て
き
た
。
伝
後
光
厳
院
筆
（
二
条
為
定
と
す
る
極
め
も
あ
る
）
の
古
写
本
の
断
簡
で
あ
る
。
田
中
登
「
物
語
古

筆
切
覚
書
」（
5
）に
は
、
一
〇
葉
が
集
成
さ
れ
て
い
る
。「
五
人
の
求
婚
者
紹
介
」
の
段
の
一
葉
（
九
行
）、「
蓬
莱
の
玉
の
枝
」
の
段
の
一
葉

（
三
行
）、「
火
鼠
の
皮
衣
」
の
段
の
一
葉
（
九
行
）、「
龍
の
首
の
玉
」
の
段
の
二
葉
（
九
行
・
九
行
）、「
燕
の
子
安
貝
」
の
段
の
一
葉
（
八

行
）、「
帝
の
求
婚
」
の
段
の
四
葉
（
九
行
・
九
行
・
八
行
）
で
あ
る
。

　

新
た
に
、
冒
頭
近
く
の
「
か
ぐ
や
姫
の
生
い
立
ち
」
の
段
の
一
葉
（
個
人
蔵
）
が
出
現
し
た
の
で
、
紹
介
し
本
文
に
つ
い
て
考
察
を
く

わ
え
る
。
料
紙
は
、
縦
九
・
七
セ
ン
チ
、
横
九
・
六
セ
ン
チ
。
料
紙
の
年
代
測
定
の
た
め
左
端
を
一
ミ
リ
切
断
し
た
ゆ
え
、
元
は
横
九
・

七
セ
ン
チ
で
あ
る
。
極
札
は
後
光
厳
院
。

①　

な
る
ひ
と
に
な
り
ぬ
れ
は
か
み
あ

②　

け
な
と
さ
け
す
か
し
て
か
み
あ

③　

け
さ
せ
て
（
も
傍
書
）
き
す
丁
の
う
ち
よ
り
も

④　

い
た
さ
す
い
つ
き
や
し
な
ふ
こ
の

⑤　

ち
こ
の
か
た
ち
の
き
よ
ら
な
る
こ
と

⑥　

世
に
な
く
や
の
中
は
く
ら
き
と
こ
ろ

⑦　

な
く
ひ
か
り
み
ち
た
り
お
き
な
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三
八

⑧　

の
心
地
あ
し
く
く
る
し
き
と
き

⑨　

も
こ
の
こ
を
み
れ
は
く
る
し
き

　
『
竹
取
物
語
本
文
集
成
』（
6
）に
よ
っ
て
、
本
文
異
同
に
つ
い
て
述
べ
る
。
②

行
目
「
さ
け
す
か
し
て
（
下
げ
梳
か
し
て
）」
は
断
簡
の
独
自
異
文
で
、
注
意

さ
れ
る
。
断
簡
も
こ
の
箇
所
、
筆
に
迷
い
が
み
ら
れ
、「
け
」（
字
母
は
「
気
」）

の
所
、
重
ね
書
き
し
て
い
る
が
、
下
の
字
が
判
然
と
し
な
い
。
そ
れ
は
兎
に

角
と
し
て
、
紹
巴
本
・
武
藤
本
・
新
井
本
な
ど
、
ほ
と
ん
ど
の
本
は
「
さ
う

し
て
」
で
意
味
不
明
。
蓬
左
文
庫
本
と
久
曽
神
昇
氏
蔵
乙
本
の
み
「
さ
う
そ

く
し
て
（
装
束
し
て
）」。
こ
の
箇
所
、
難
解
な
部
分
で
、
日
本
古
典
文
学
全

集
本（
7
）は
「
底
本
「
そ
う
し
て
」
と
あ
り
、「
相
し
て
（
う
ら
な
い
定
め
て
）」

と
す
る
説
、「
さ
だ
し
て
（
定
し
て
）」
の
誤
写
と
し
て
、「
議
し
定
め
る
こ

と
」
と
す
る
説
な
ど
が
あ
る
が
、「
と
か
く
し
て
（
あ
れ
こ
れ
と
手
配
し
て
）」

を
「
左
右
し
て
」
と
書
き
、
そ
れ
を
「
さ
う
し
て
」
と
写
し
て
し
ま
っ
た
の

で
あ
ろ
う
。「
と
か
く
し
て
」
を
「
左
右
し
て
」
と
書
く
例
は
、『
伊
勢
物
語
』
真
名
本
な
ど
例
が
多
い
。」
と
し
て
、「
と
か
く
し
て
」
と

校
訂
し
て
い
る
。
断
簡
の
「
さ
け
す
か
し
て
（
下
げ
梳
か
し
て
）」
は
独
自
異
文
で
あ
る
が
、
ま
ず
「
髪
上
げ
な
ど
」
と
い
い
、
す
ぐ
に
具

体
的
に
「
下
げ
梳
か
し
て
髪
上
げ
さ
せ
て
」
と
い
い
直
し
た
表
現
で
あ
り
、
意
味
明
瞭
で
あ
る
。

　

③
行
目
「
さ
せ
て
」
は
断
簡
の
独
自
異
文
で
、
諸
本
は
「
さ
せ
」
で
「
て
」
が
無
い
。
新
井
本
も
独
自
異
文
で
「
さ
す
」。
蓬
左
文
庫
本

も
独
自
異
文
で
「
を
さ
せ
」。

　

同
じ
く
③
行
目
「
も
き
す
（
裳
着
す
）」
は
、
多
く
の
諸
本
同
文
で
あ
る
が
、
新
井
本
・
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
本
（
高
松
宮
家
伝
来

禁
裏
本
）
が
「
も
き
せ
（
裳
着
せ
）」、
久
曽
神
昇
氏
蔵
甲
本
が
「
も
き
（
裳
着
）」、
名
古
屋
大
学
付
属
図
書
館
小
林
文
庫
蔵
正
保
三
年
刊 図 1　伝後光厳院筆竹取物語切



本
に
は
無
い
。

　

④
行
目
「
い
つ
き
や
し
な
ふ
」
は
諸
本
同
様
で
あ
る
が
、
群
書
類
従
本
と
名
古
屋
大
学
付
属
図
書
館
小
林
文
庫
蔵
正
保
三
年
刊
本
の
み

「
い
つ
き
か
し
つ
き
や
し
な
ふ
」
に
作
る
。

　

⑤
行
目
「
か
た
ち
の
」
は
諸
本
お
お
む
ね
同
文
で
あ
る
が
、
國
學
院
大
学
図
書
館
蔵
本
・
久
曽
神
昇
氏
蔵
甲
本
・
財
団
法
人
前
田
育
徳

会
尊
経
閣
文
庫
蔵
本
・
内
閣
文
庫
蔵
本
は
「
か
た
ち
」
で
「
の
」
が
無
い
。

　

⑤
行
目
「
き
よ
ら
な
る
」
は
断
簡
の
独
自
異
文
で
、
諸
本
の
ほ
と
ん
ど
が
「
け
そ
う
な
る
」「
け
さ
う
な
る
」
で
意
味
不
明
で
あ
る
。
新

井
本
と
武
藤
本
の
み
「
け
う
ら
な
る
」（
武
藤
本
は
「
け
そ
う
」
の
「
そ
う
」
を
見
せ
消
ち
に
し
て
「
う
ら
」
と
傍
書
）。「
け
う
ら
」
は

「
き
よ
ら
」
の
中
世
的
表
記
で
あ
り
、
も
と
は
「
き
よ
ら
な
る
」
で
あ
っ
た
と
お
ぼ
し
い
。

　

⑥
行
目
「
や
の
中
は
」
は
諸
本
同
文
で
あ
る
が
、
久
曽
神
昇
氏
蔵
乙
本
の
み
「
屋
内
は
」
と
「
の
」
が
無
い
。「
屋
内
」
で
「
や
の
う

ち
」
と
読
ま
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
久
曽
神
昇
氏
蔵
甲
本
の
み
「
屋
の
う
ち
も
」
と
す
る
。

　

⑥
か
ら
⑦
行
目
「
と
こ
ろ
な
く
」
は
諸
本
同
文
で
あ
る
が
、
蓬
左
文
庫
本
の
み
「
と
こ
ろ
も
な
く
」。

　

⑦
行
目
「
ひ
か
り
み
ち
た
り
」
は
諸
本
同
文
で
あ
る
が
、
紹
巴
本
の
み
「
ひ
か
り
み
ち
た
る
」。

　

⑦
か
ら
⑧
行
目
の
「
お
き
な
の
」
は
諸
本
「
お
き
な
」
で
「
の
」
が
無
い
。
断
簡
と
同
様
に
「
の
」
が
あ
る
の
は
新
井
本
の
み
。
断
簡

は
古
本
系
と
同
じ
。

　

⑧
行
目
「
心
地
」
は
諸
本
同
文
で
あ
る
が
、
久
曽
神
昇
氏
蔵
甲
本
・
蓬
左
文
庫
本
・
群
書
類
従
本
が
「
こ
こ
ろ
」「
心
」
で
あ
る
。

　

同
じ
く
⑧
行
目
「
あ
し
く
く
る
し
き
と
き
も
」
は
諸
本
同
文
で
あ
る
が
、
群
書
類
従
本
の
み
「
あ
し
く
候
へ
し
時
も
」
と
独
自
。

　

⑨
行
目
「
こ
の
こ
を
み
れ
は
」
は
諸
本
同
文
で
あ
る
が
、
紹
巴
本
の
み
無
い
。
紹
巴
本
の
脱
落
か
。

　

同
じ
く
⑨
行
目
「
く
る
し
き
」
は
諸
本
同
文
で
あ
る
が
、
久
曽
神
昇
氏
蔵
甲
本
と
紹
巴
本
の
み
無
い
。

　

こ
う
し
て
み
る
と
、
断
簡
の
本
文
は
、
古
本
系
と
も
通
行
本
系
と
も
い
え
ず
、
独
自
異
文
が
少
な
く
な
い
。
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四
〇

二　

今
川
了
俊
筆　

源
氏
物
語
伊
予
切

　

今
川
了
俊
（
一
三
二
六
～
一
四
二
〇
頃
）
は
、
鎌
倉
末
期
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て
の
人
。
俗
名
は
貞
世
、
出
家
し
て
了
俊
と
号
す
。

武
人
に
し
て
歌
人
で
あ
っ
た
。
遠
江
、
駿
河
な
ど
の
守
護
、
室
町
幕
府
の
九
州
探
題
を
勤
め
た
。
和
歌
は
冷
泉
為
秀
に
学
び
、
連
歌
は
二

条
良
基
に
学
ん
だ
。
正
徹
や
吉
田
兼
好
の
弟
子
命
松
丸
と
親
交
が
あ
っ
た
。
注
釈
書
『
源
氏
六
帖
抄
』、
歌
学
書
『
了
俊
弁
要
抄
』『
言
塵

集
』
な
ど
を
残
す
。『
了
俊
弁
要
抄
』
に
は
「
愚
老
の
歌
心
の
付
き
た
る
事
は
源
氏
を
三
反
披
見
し
て
後
よ
り
風
情
も
心
も
出
来
し
也
」
と

あ
り
、
詠
歌
の
た
め
に
源
氏
物
語
を
再
三
読
ん
だ
ら
し
い
。

　

今
川
了
俊
筆
の
源
氏
物
語
伊
予
切
は
、
夕
顔
巻
の
奥
書
に
「
筆
者
點
者
了
俊　

今
年
八
十
五
歳
也　

手
跡
は
か
り
は
を
さ
な
く
侍
哉
」

と
あ
り
、
了
俊
八
五
歳
の
自
筆
と
認
め
ら
れ
て
い
る
。
空
蝉
巻
が
完
全
な
形
で
残
さ
れ
て
お
り
（
専
修
大
学
図
書
館
蔵
）、
桐
壺
巻
・
夕
顔

巻
の
断
簡
が
古
筆
切
と
し
て
伝
存
し
て
い
る
。
も
と
大
形
の
四
半
本
、
空
蝉
巻
は
巻
子
本
に
改
装
さ
れ
て
い
る
。
本
文
系
統
は
青
表
紙
本

で
、
冷
泉
家
本
（
冷
泉
為
秀
の
息
子
為
邦
筆
）
が
親
本
と
の
説
が
あ
る（
8
）。
藤
原
定
家
の
子
孫
で
あ
る
冷
泉
家
に
伝
わ
る
写
本
の
写
し
で

あ
る
か
ら
、
そ
の
本
文
が
定
家
校
訂
青
表
紙
本
系
統
で
あ
る
の
は
当
然
と
い
え
る
。

　

了
俊
筆
伊
予
切
は
新
見
哲
彦
に
よ
る
集
成
が
あ
る（
9
）が
、
そ
こ
に
は
み
え
ぬ
新
出
断
簡
を
紹
介
す
る
（
架
蔵
）。
夕
顔
巻
の
三
行
で
、

伊
予
切
の
特
徴
で
あ
る
朱
に
よ
る
句
読
点
が
付
さ
れ
て
い
る
。
傍
注
や
頭
注
は
無
い
。
料
紙
は
楮
紙
、
縦
二
六
・
七
セ
ン
チ
、
横
六
・
二

セ
ン
チ
。
朱
の
三
つ
の
点
で
示
さ
れ
た
濁
点
は
、
通
行
の
濁
点
表
記
で
翻
刻
し
た
。『
源
氏
物
語
大
成
』
の
底
本
で
あ
る
青
表
紙
本
系
大
島

本
と
ま
っ
た
く
異
同
は
無
い
。

な
ど
て
か
．
ふ
か
く
．
か
く
し
．
き
こ
え
給
事
は
・

侍
ら
ん
．
い
つ
の
．
程
に
て
か
は
．
何
な
ら
ぬ
．
御
名

の
り
を
．
き
こ
え
給
は
ん
．
は
じ
め
よ
り
．
あ
や
し
う
．



三　

筆
者
不
詳　

源
氏
物
語
絵
巻
詞
書
（
鎌
倉
時
代
書
写
歟
）

　

源
氏
物
語
絵
巻
の
詞
書
の
遺
品
と
し
て
名
高
い
も
の
に
、
二
種
類
の
残
簡
が
知
ら
れ
て
い
る
。
一
つ
は
い
う
ま
で
も
無
く
、
平
安
末
期

の
書
写
に
か
か
る
現
存
最
古
の
源
氏
物
語
の
本
文
資
料
、
国
宝
隆
能
源
氏
物
語
絵
巻
の
詞
書
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
鎌
倉
後
期
書
写
に

か
か
る
絵
巻
の
詞
書
で
、
若
紫
巻
の
絵
四
段
と
詞
書
三
段
お
よ
び
末
摘
花
巻
の
絵
一
段
と
詞
書
一
段
が
一
巻
と
な
っ
て
い
る
も
の
（
天
理

図
書
館
蔵
）、
そ
の
ツ
レ
で
あ
る
澪
標
巻
の
絵
一
段
と
詞
書
一
段
が
一
巻
と
な
っ
て
い
る
も
の
（
ア
メ
リ
カ
・
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館

蔵
）
で
あ
る
。
前
者
も
後
者
も
、
絵
の
伝
存
し
な
い
他
の
巻
の
詞
書
数
行
の
断
簡
が
、
古
筆
切
と
し
て
い
さ
さ
か
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

他
に
も
、
伝
亀
山
天
皇
筆
切
・
伝
平
田
墨
梅
筆
切
の
存
在
が
報
告
さ
れ
て
い
る（
10
）。

　

そ
れ
ら
と
は
筆
跡
も
形
状
も
異
な
る
が
、
源
氏
物
語
絵
巻
の
詞
書
断
簡
と
思
わ
れ
る
も
の
が
現
れ
た
（
個
人
蔵
）。
料
紙
は
楮
紙
、
細
か

い
雲
母
が
一
面
に
撒
か
れ
て
い
る
。
薄
墨
で
天
地
に
そ
れ
ぞ
れ
一
条
の
界
線
が
引
か
れ
て
い
る
。
特
徴
的
な
の
は
、
縦
の
寸
法
の
大
き
さ

で
あ
り
、
三
四
・
二
セ
ン
チ
も
あ
る
（
横
寸
は
一
四
・
九
セ
ン
チ
＋
一
一
・
〇
セ
ン
チ
＝
二
五
・
九
セ
ン
チ
）。
特
大
な
料
紙
と
し
て
知
ら

れ
る
伝
為
家
筆
河
内
本
断
簡
で
も
、
縦
の
寸
法
は
三
二
・
五
セ
ン
チ
程
で
あ
る
。
こ
の
料
紙
の
大
き
さ
に
加
え
、
行
間
を
広
く
と
っ
た
ゆ

図 2　�今川了俊筆�
源氏物語伊予切
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四
二

っ
た
り
し
た
書
き
ぶ
り
、
大
き
な
字
粒
か
ら
み
て
、
こ
の
断
簡
は
絵
巻
の
詞
書
と
考
え
ら
れ
る
。
は
な
や
か
な
装
飾
料
紙
で
は
な
い
が
、

先
述
の
天
理
図
書
館
蔵
と
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
蔵
の
詞
書
料
紙
は
素
紙
で
あ
る
の
で
、
新
出
断
簡
が
絵
巻
の
詞
書
で
あ
っ
て
も
お
か

し
く
な
い
。

　

新
出
断
簡
は
二
葉
に
別
れ
て
い
る
が
、
一
葉
目
の
右
端
と
二
葉
目
の
左
端
に
対
称
と
な
る
複
雑
な
虫
喰
い
痕
が
あ
る
。
お
そ
ら
く
こ
の

二
葉
は
背
中
合
わ
せ
に
さ
れ
て
保
管
さ
れ
て
い
た
時
期
が
あ
り
、
そ
の
折
に
虫
喰
い
が
生
じ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
二
葉
は
、

本
来
、
連
続
し
た
一
続
き
の
巻
子
本
の
料
紙
で
あ
っ
た
と
判
断
さ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
本
文
が
連
続
し
て
お
り
、
二
葉
を
つ
な
げ
る
と
紙

面
に
走
る
巻
皺
が
連
続
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
二
葉
を
連
続
さ
せ
た
形
で
翻
刻
と
画
像
を
示
し
て
お
く
。
な
お
、
傍
線
部
分
は

青
表
紙
本
系
大
島
本
と
異
な
る
部
分
で
あ
る
。

①　
　

い
と
ゝ
し
く
す
き
に
し
方
の
恋
し
き
に
う
ら
や
ま
し
く
も

②　

か
へ
る
な
み
か
な
さ
ら
ぬ
た
に
心
つ
く
し
の
秋
な
る
に
海

③　

は
い
と
と
を
け
れ
は
ゆ
き
ひ
ら
の
中
納
言
せ
き

④　

ふ
き
こ
ゆ
る
と
ひ
け
む
う
ら
な
み
い
と
ち
か
ふ
き

⑤　

こ
え
て
又
な
く
あ
は
れ
な
る
も
の
は
か
ゝ
る
所
の

⑥　

あ
き
な
り
け
り
御
ま
へ
に
人
う
ち
や
す
み
わ
た
り

⑦　

ぬ��

た
ゝ
ひ
と
り
め
を
さ
ま
し
て
ま
く
ら
を
そ
は
た

⑧　

て
ゝ
よ
も
の
あ
ら
し
を
き
ゝ
給
へ
は
浪
こ
ゝ
も
と
に
た
ち

⑨　

く
る
こ
ゝ
ち
し�

て�

な�

み�

た
お
つ�

と�

も
お
ほ
え
ぬ
に

　

こ
れ
は
源
氏
物
語
中
屈
指
の
名
文
と
さ
れ
る
、
須
磨
巻
の
一
節
で
あ
る
。
比
較
の
た
め
に
青
表
紙
本
系
大
島
本
を
忠
実
に
再
現
し
て
い



る
岩
波
文
庫
本
『
源
氏
物
語
（
二
）』
の
本
文
を
示
し
て
み
る
。
傍
線
部
分
は
断
簡
と
異
な
る
部
分
で
あ
る
。

須
磨
に
は
い
と
ヾ
心
づ
く
し
の
秋
風
に
、
海
は
す
こ
し
と
ほ
け
れ
ど
、
行
平
の
中
納
言
の
、「
関
吹
き
越
ゆ
る
」
と
言
ひ
け
ん
浦
波
、

よ
る
〳
〵
は
げ
に
い
と
近
く
聞
こ
え
て
、
ま
た
な
く
あ
は
れ
な
る
も
の
は
、
か
ゝ
る
所
の
秋
な
り
け
り
。
御
前
に
い
と
人
少
な
に
て
、

う
ち
休
み
わ
た
れ
る
に
、
ひ
と
り
目
を
さ
ま
し
て
枕
を
そ
ば
立
て
て
四
方
の
嵐
を
聞
き
給
ふ
に
、
波
た
ヾ
こ
ゝ
も
と
に
立
ち
く
る
心

ち
し
て
、
涙
落
つ
と
も
お
ぼ
え
ぬ
に

　

断
簡
の
本
文
と
大
島
本
の
本
文
と
は
、
著
し
く
相
違
し
て
い
る
。
事
も
あ
ろ
う
に
、
名
文
の
冒
頭
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
大
島
本

を
は
じ
め
と
す
る
源
氏
物
語
の
本
文
は
、「
須
磨
に
は
い
と
ヾ
心
づ
く
し
の
秋
風
に
」
で
あ
る
が
、
断
簡
は
「
い
と
ゝ
し
く
す
き
に
し
方
の

恋
し
き
に
う
ら
や
ま
し
く
も
か
へ
る
な
み
か
な
」
と
和
歌
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
お
り
、
そ
の
ま
ま
「
さ
ら
ぬ
た
に
心
つ
く
し
の
秋
な
る
に
」

と
続
い
て
い
る
。
叙
情
的
名
文
を
、
さ
ら
に
情
感
を
こ
め
て
和
歌
に
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
興
味
深
い
現
象
だ
。

　

ち
な
み
に
こ
の
歌
は
、
伊
勢
物
語
七
段
・
後
撰
和
歌
集
・
時
代
不
同
歌
合
（
穂
久
邇
文
庫
蔵
飛
鳥
井
雅
康
筆
本
な
ど
の
初
撰
本
の
み
に

二
七
番
左
業
平
と
し
て
載
る
）
に
み
え
る
歌
で
あ
る
。
伊
勢
物
語
七
段
は
東
下
り
の
中
の
一
段
で
、
歌
は
「
伊
勢
お
は
り
の
あ
は
ひ
の
海

づ
ら
」
で
詠
ま
れ
た
歌
。「
い
と
ヾ
し
く
過
ぎ
ゆ
く
か
た
の
恋
し
き
に
う
ら
や
ま
し
く
も
か
へ
る
浪
か
な
」（
岩
波
書
店　

新
日
本
古
典
文

学
大
系
本
に
よ
る　

一
部
漢
字
表
記
を
仮
名
に
改
め
た
）。
ま
た
、
後
撰
和
歌
集
も
「
い
と
ヾ
し
く
過
ぎ
ゆ
く
方
の
恋
し
き
に
う
ら
や
ま
し

く
も
か
へ
る
浪
か
な
」（
岩
波
書
店　

新
日
本
古
典
文
学
大
系
本
に
よ
る　

一
部
漢
字
表
記
を
仮
名
に
改
め
た
）
で
あ
り
、
伊
勢
物
語
と
同

じ
本
文
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
時
代
不
同
歌
合
で
は
、「
い
と
ど
敷
く
す
ぎ
に
し
か
た
の
恋
し
き
に
う
ら
や
ま
し
く
も
か
へ
る
浪
か
な
」

（
新
編
国
歌
大
観���

時
代
不
同
歌
合　

解
説
に
よ
る
）
で
あ
る
。
断
簡
の
本
文
は
、
伊
勢
物
語
・
後
撰
和
歌
集
と
は
異
な
り
、
時
代
不
同

歌
合
初
撰
本
と
同
じ
で
あ
る
。
時
代
不
同
歌
合
は
隠
岐
配
流
中
の
後
鳥
羽
院
に
よ
っ
て
編
ま
れ
、
初
撰
本
は
天
福
二
年
（
一
二
三
四
）
か

ら
文
暦
二
年
（
一
二
三
五
）
春
頃
ま
で
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る（
11
）。
も
し
、
断
簡
の
本
文
が
時
代
不
同
歌
合
初
撰
本
の
本
文
に
よ
っ
て
い

る
な
ら
ば
、
本
断
簡
の
書
写
年
代
の
目
安
と
し
て
、
天
福
二
年
（
一
二
三
四
）
以
降
と
考
え
ら
れ
る
。
仮
名
の
書
体
か
ら
み
て
も
鎌
倉
後
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四

図 3　源氏物語絵巻詞書A



期
は
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

　

冒
頭
以
外
の
本
文
異
同
を
源
氏
物
語
大
成
に
よ
っ
て
示
す
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

①
断
簡
三
行
目
「
い
と
と
を
け
れ
は
」
は
、
青
表
紙
本
・
河
内
本
・
別
本
い
ず
れ
に
も
み
ら
れ
な
い
、
独
自
異
文
。
他
は
す
べ
て
「
す
こ

し
と
ほ
け
れ
ど
」。

②
断
簡
三
行
目
「
ゆ
き
ひ
ら
の
中
納
言
」
は
、
青
表
紙
本
系
の
横
山
本
、
河
内
本
系
の
大
島
本
と
一
致
す
る
が
、
他
の
ほ
と
ん
ど
の
写
本

は
「
ゆ
き
ひ
ら
の
中
納
言
の
」。

③
す
べ
て
の
写
本
が
「
よ
る
〳
〵
は
げ
に
」
を
有
す
る
が
、
断
簡
四
行
目
に
は
そ
れ
が
無
い
。
断
簡
の
独
自
異
文
。

④
断
簡
四
行
目
「
ち
か
ふ
（「
う
」
と
あ
る
の
が
正
し
い
）」
と
ウ
音
便
化
し
て
い
る
が
、
青
表
紙
本
系
の
肖
柏
本
の
み
が
同
じ
で
、
他
本

は
す
べ
て
「
ち
か
く
」。

⑤
断
簡
六
～
七
行
目
「
人
う
ち
や
す
み
わ
た
り
ぬ
」
は
、
独
自
異
文
。
青
表
紙
本
系
は
「
い
と
人
す
く
な
に
て
う
ち
や
す
み
わ
た
れ
る
に
」、

河
内
本
系
は
「
い
と
人
す
く
な
に
て
み
な
う
ち
や
す
み
わ
た
れ
る
に
」。
別
本
に
も
断
簡
と
同
じ
本
文
は
無
い
。

⑥
断
簡
七
行
目
「
た
ゝ
ひ
と
り
」
は
、
他
の
す
べ
て
の
写
本
は
「
ひ
と
り
」。
断
簡
の
独
自
異
文
。

⑦
断
簡
八
行
目
「
給
へ
は
」
は
、
他
本
は
す
べ
て
「
給
ふ
に
」。
断
簡
の
独
自
異
文
。

⑧
断
簡
八
行
目
「
こ
ゝ
も
と
に
」
は
、
他
本
は
す
べ
て
「
た
ヾ
こ
ゝ
も
と
に
」。
断
簡
の
独
自
異
文
。

　

こ
う
し
て
み
る
と
、
こ
の
断
簡
の
本
文
は
青
表
紙
本
と
も
河
内
本
と
も
大
き
く
異
な
る
。
で
は
、
別
本
と
す
べ
き
か
と
い
え
ば
、
別
本

の
中
に
も
近
い
本
文
は
無
い
。
散
文
を
一
首
の
和
歌
に
改
編
し
た
り
、
語
句
を
省
略
し
た
り
追
加
し
た
り
す
る
の
は
、
絵
巻
の
詞
書
の
特

徴
で
あ
る
。
こ
の
断
簡
の
独
自
な
本
文
も
、
絵
巻
の
詞
書
だ
か
ら
と
判
断
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
文
学
テ
キ
ス
ト
と
し
て
の
本
文
で
は
無
く
、

絵
巻
の
詞
書
と
し
て
改
編
を
加
え
ら
れ
た
本
文
と
認
識
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
こ
の
断
簡
の
よ
う
な
他
本
と
著
し
い
本
文
異
同

を
有
す
る
六
半
本
（
小
型
の
冊
子
本
）
の
断
簡
が
紹
介
さ
れ
、
六
半
本
ゆ
え
に
絵
巻
の
詞
書
で
は
無
く
、
注
目
す
べ
き
特
殊
な
本
文
と
さ

れ
た（
12
）。
そ
れ
に
対
し
て
、
絵
巻
の
詞
書
が
冊
子
本
と
し
て
写
本
さ
れ
た
の
だ
と
い
う
見
方
も
あ
る（
13
）。
特
殊
な
別
本
本
文
と
す
る
よ

り
、
そ
う
い
う
可
能
性
を
考
え
る
方
が
合
理
的
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
こ
の
六
半
本
は
源
氏
物
語
梗
概
本
の
断
簡
の
可
能
性
も
あ
る
の
で
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四
六

は
な
い
か
と
思
量
す
る
。

　

と
も
あ
れ
、
従
来
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
鎌
倉
期
の
源
氏
物
語
絵
巻
の
存
在
を
、
こ
の
詞
書
の
断
簡
は
教
え
て
く
れ
る
。
ツ
レ
の
出
現

を
期
待
し
た
い
。��������

四　

伝
浄
弁
筆　

源
氏
釈

　

源
氏
物
語
の
注
釈
史
は
『
源
氏
釈
』
に
は
じ
ま
る
。『
弘
安
源
氏
論
議
』
の
「
跋
」
に
、

此
物
語
ひ
ろ
く
ひ
ろ
き
年
の
ほ
ど
よ
り
い
で
き
に
け
り
。
し
か
れ
ど
も
世
に
も
て
な
す
こ
と
は
す
べ
ら
ぎ
の
か
し
こ
き
御
代
に
は
や

す
く
や
は
ら
げ
る
時
よ
り
ひ
ろ
ま
り
く
だ
れ
る
。
た
ゝ
人
の
な
か
に
し
て
は
、
宮
内
少
輔
が
釈
よ
り
ぞ
あ
ら
は
れ
け
る
。

�

（『
源
氏
物
語
大
成
研
究
資
料
篇
』
所
収
本
に
よ
る
）

と
あ
り
、「
宮
内
少
輔
が
釈
」
す
な
わ
ち
藤
原
伊
行
の
『
源
氏
釈
』
が
濫
觴
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
『
源
氏
釈
』
は
幻
の
書
で

あ
っ
た
が
、
昭
和
初
年
以
降
い
く
つ
か
の
写
本
・
断
簡
が
発
見
さ
れ
た
。
前
田
家
本
、
明
石
巻
ま
で
の
残
欠
本
で
あ
る
書
陵
部
本
（
近
年

こ
れ
の
親
本
に
し
て
完
本
で
あ
る
冷
泉
家
本

―
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
第
四
十
二
巻
所
収

―
が
公
表
さ
れ
た
）、
抄
出
本
で
あ
る
書
陵
部

蔵
『
源
氏
物
語
注
釈
』
所
収
「
源
氏
或
抄
物
」、
北
野
本
『
末
摘
花
・
紅
葉
賀
断
簡
』、
都
立
中
央
図
書
館
蔵
「
伊
行
源
氏
釈
」、
建
仁
寺
切

他
の
古
筆
切
な
ど
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
資
料
に
よ
っ
て
注
釈
史
・
享
受
史
に
新
し
い
視
点
が
も
た
ら
さ
れ
た
。『
源
氏
釈
』
は
源
氏
物
語
の

原
文
を
要
約
引
用
し
つ
つ
、
そ
の
部
分
に
関
す
る
注
を
付
け
て
い
る
が
、
そ
の
源
氏
本
文
の
要
約
や
引
用
の
し
か
た
、
あ
る
い
は
注
の
条

目
の
有
無
、
注
の
内
容
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
違
い
が
あ
る
。
こ
の
違
い
が
生
じ
た
原
因
は
、『
釈
』
の
原
初
の
体
裁
が
注
を
直
接
伊
行
所

持
の
源
氏
物
語
本
文
中
に
書
き
込
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
の
を
、
後
人
が
適
宜
抄
出
し
た
た
め
、
と
考
え
ら
れ
て
い
た（
14
）。
し
か
し
、
諸
資

料
の
比
較
検
討
か
ら
、
そ
れ
は
伊
行
自
身
に
よ
る
注
の
増
減
・
改
訂
・
精
選
の
痕
跡
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た（
15
）。
そ
し
て
さ
ら



に
、
源
氏
物
語
の
原
文
を
要
約
引
用
し
つ
つ
引
歌
や
故
事
を
注
す
る
と
い
う
『
源
氏
釈
』
の
初
期
の
形
態
は
、
注
に
よ
っ
て
読
解
の
た
め

の
知
識
を
与
え
る
と
同
時
に
、
要
約
本
文
に
よ
っ
て
物
語
そ
の
も
の
を
読
む
こ
と
の
で
き
る
機
能
を
も
担
っ
て
い
た
こ
と
が
、
明
ら
か
に

さ
れ
た（
16
）。
中
世
源
氏
物
語
享
受
史
は
、
細
密
化
し
た
注
釈
書
と
梗
概
書
と
い
う
二
つ
の
流
れ
を
形
成
す
る
が
、『
源
氏
釈
』
は
は
じ
め

か
ら
そ
の
二
つ
の
性
格
を
内
包
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
最
初
の
源
氏
物
語
注
釈
書
『
源
氏
釈
』
は
、
注
釈
で
あ
る
と
同
時
に
梗

概
書
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
北
野
本
は
前
田
家
本
・
冷
泉
家
本
・
書
陵
部
蔵
「
源
氏
或
抄
物
」
に
比
べ
て
、
引
用
す
る
物
語
本
文
の
量
が
多
く
、
梗
概
を
記

す
こ
と
に
重
き
が
お
か
れ
て
い
る
と
い
う（
17
）。
そ
し
て
、「
源
氏
或
抄
物
」
は
北
野
本
の
よ
う
な
梗
概
書
の
要
素
の
強
い
も
の
か
ら
、
注

記
の
部
分
を
抜
き
出
し
て
注
釈
書
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
北
野
本
は
『
源
氏
釈
』
第
一
次
本
と
さ
れ
る
も
の
（
冷
泉
家
本
・

書
陵
部
蔵
残
欠
本
）
よ
り
も
前
の
、『
源
氏
釈
』
の
最
も
原
初
的
な
形
態
だ
と
い
う（
18
）。

　

つ
ま
り
、
伊
行
は
最
初
、
自
分
の
所
持
す
る
源
氏
物
語
の
本
文
中
に
、
引
歌
・
引
詩
な
ど
の
注
記
を
書
き
入
れ
た
。
次
の
段
階
で
、
源

氏
物
語
の
梗
概
書
を
作
り
そ
の
中
に
注
記
を
織
り
込
ん
で
い
っ
た
（
北
野
本
）。
次
に
、
注
の
部
分
を
独
立
さ
せ
、
注
釈
書
の
性
格
を
強
く

し
た
の
が
、
冷
泉
家
本
な
ど
の
一
次
本
、
そ
れ
を
さ
ら
に
精
選
し
た
の
が
前
田
家
本
の
二
次
本
な
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
ま
た
、
梗
概
書
の
性
格
な
い
し
源
氏
物
語
和
歌
集
の
性
格
を
強
め
て
い
っ
た
も
の
に
、
広
島
大
学
蔵
「
逸
名
・
源
氏
物
語
」
が

あ
る
と
い
う（
19
）。

　

以
上
の
よ
う
に
、
源
氏
物
語
の
注
釈
書
・
梗
概
書
・
源
氏
和
歌
集
な
ど
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
個
に
発
生
し
展
開
し
て
い
っ
た
の
で
は
な
く
、

も
と
も
と
は
一
つ
の
根
か
ら
出
た
も
の
で
あ
り
、
源
氏
物
語
享
受
史
と
い
う
一
大
文
化
を
有
機
的
に
形
成
し
て
い
る
こ
と
が
判
っ
て
き
た

の
で
あ
る
。

　

鎌
倉
末
か
ら
南
北
朝
時
代
に
か
け
て
の
歌
人
、
二
条
為
世
の
和
歌
四
天
王
の
ひ
と
り
、
浄
弁
を
伝
称
筆
者
と
す
る
源
氏
釈
の
古
筆
切
が

紹
介
さ（
20
）れ
（
松
風
巻
）、
一
次
本
二
類
系
統
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る（
21
）。
そ
の
ツ
レ
が
現
れ
た
（
架
蔵
）。
料
紙
は
楮
紙
。
縦
二
四
・

五
セ
ン
チ
、
横
一
四
・
三
セ
ン
チ
。
一
面
八
行
書
き
。
浄
照
坊
蔵
の
断
簡
と
比
す
る
に
、
表
面
の
右
端
の
一
行
（
裏
面
の
左
端
の
一
行
）
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四
八

が
切
断
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
末
摘
花
巻
で
あ
る
。
極
札
は
付
属
し
な
い
。

表　

た
す
き
は
く
る
し
きと

の
給
と
こ
ろ

　
　
　

思
は
す
は
と
や
は
い
ひ
は
て
ぬ

　
　
　

な
と
よ
の
中
の
た
ま
た
す
き
な
る

　
　

又
そ
の
み
や
に
ふ
み
を
た
に
と
い
と
お
し
く
お
ほ
し
い
て
ゝ

　
　

い
ふ
か
た
そ
あ
り
け
る
あ
め
ふ
り
い
て
ゝ
と
こ
ろ
せ
く
も

　
　

あ
る
に
か
さ
や
と
り
せ
む
と
は
た
お
ほ
さ
れ
す
や
と
い
ふ
所

　
　
　
　

妹イ
モ
カ
カ
ト門　

呂

　
　

伊
毛
可
〃
度
於
ヽ
世
奈
可
〃
止
リ
一
田
支
須
支
可
祢
天
也
安
ヽ

裏　

和
可
由
可
波
此
ツ
知
可
左
乃
於
ヽ
此
知
可
左
乃
リ
一
安
女
毛
於

　
　

也
不
良
奈
无�

リ�

之
天
多
乎
左�

リ
安
万
也
止
利
ツ
ヽ
可
左
也

　
　

止
リ
リ
也
止
利
ツ
ヽ
天
末
加
良
无�

リ
之
天
多
乎
左�
リ

　
　

す
え
つ
む
ふ
る
き
の
か
は
き
ぬ
を
き
給
へ
り
と
い
ふ
事

　
　
　

ふ
る
き
と
い
ふ
は
貂
と
い
ふ
け
た
も
の
ゝ
か
は
の
き
ぬ
な
り

　
　

た
ち
は
な
の
木
の
う
つ
も
れ
た
る
随
身
め
し
て
は
ら

　
　

は
せ
給
う
ら
や
み
か
ほ
に
ま
つ
の
葉
の
お
の
れ
お
き
あ
か

　
　

り
て
こ
ほ
れ
た
る
を
と
も
な
み
こ
す
ゝ
へ
の

　

な
お
、
ツ
レ
の
二
行
の
断
簡
の
コ
ピ
ー
を
、
仁
平
道
明
氏
よ
り
示
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

図 4　伝浄弁筆源氏釈切表図 5　伝浄弁筆源氏釈切裏



　

奈
天
也
和
礼
乎
波
波
名
天
也
女
左
之
多
久

こ
て
ふ

と
あ
り
、
初
音
巻
の
末
部
と
胡
蝶
巻
の
巻
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
縦
二
四
・
九
セ
ン
チ
、
横
三
・
一
セ
ン
チ
。
面
白
い
の
は
極
札
に
「
加

茂
甲
斐
敦
直
」
と
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
江
戸
初
期
の
書
家
、
藤
木
敦
直
の
こ
と
で
、
敦
直
は
後
水
尾
天
皇
よ
り
書
博
士
の
称
を
賜
り
、
門

人
に
上
代
様
書
道
の
名
手
荒
木
素
白
が
い
る
。
し
か
し
、
字
形
か
ら
し
て
、
こ
れ
も
伝
浄
弁
筆
断
簡
の
ツ
レ
と
認
め
ら
れ
る
。

五　

伝
四
辻
善
成
筆　

河
海
抄
（
細
川
切
）

　

河
海
抄
は
、
室
町
将
軍
足
利
義
詮
の
命
を
う
け
て
四
辻
善
成
が
編
ん
だ
、
古
来
の
諸
注
を
集
成
し
た
も
の
。
細
川
切
は
、
そ
の
著
者
善

成
自
筆
の
断
簡
と
伝
称
さ
れ
て
き
た
。『
古
筆
名
葉
集
』
に
は
「
河
海
抄
切　

四
半
帋
杉
原
カ
ナ
交
リ
此
外
ル
イ
ナ
シ
」
と
あ
り
、『
増
補

新
撰
古
筆
名
葉
集
』
に
は
「
細
川
切　

四
半
河
海
抄
カ
ナ
交
リ
杉
原
帋
虫
喰
ア
リ
」
と
あ
る
。
細
川
切
は
、『
古
筆
学
大
成
21
』（
22
）に
は
一

七
葉
が
収
載
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
小
林
強
「
源
氏
物
語
関
係
古
筆
資
料
集
成
稿
」（
23
）に
は
、『
古
筆
学
大
成
』
の
分
を
含
め
二
七
点
が
挙

げ
ら
れ
て
い
る
。
細
川
切
は
す
べ
て
桐
壺
巻
の
断
簡
で
あ
る
が
、
他
に
序
と
料
簡
の
存
在
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
前
田
家
尊

経
閣
文
庫
蔵
の
「
河
海
抄
序
」（
四
辻
善
成
筆
と
極
め
ら
れ
た
巻
子
一
軸
）
が
細
川
切
で
あ
り
、
全
一
二
紙
の
内
、
第
一
紙
が
序
の
前
半
、

第
二
紙
か
ら
第
八
紙
ま
で
が
料
簡
、
第
九
紙
と
第
一
〇
紙
が
桐
壺
巻
、
第
一
一
紙
が
料
簡
の
終
わ
り
近
く
で
あ
る
と
い
う（
24
）。
稿
者
も

「
序
」
の
一
部
を
紹
介
し
た
こ
と
が
あ
る（
25
）。
な
お
、
原
態
は
袋
綴
本
と
推
定
さ
れ
、
本
文
に
は
誤
写
・
誤
脱
が
あ
り
善
成
自
筆
本
と
は

い
え
ず
、
室
町
時
代
前
半
ま
で
下
る
と
い
う（
26
）。

　

新
た
に
出
現
し
た
断
簡
は
、
料
紙
は
楮
紙
、
虫
損
が
甚
だ
し
い
、
縦
二
五
・
一
セ
ン
チ
、
横
二
〇
・
五
セ
ン
チ
、
一
一
行
に
わ
た
り
桐

壺
巻
の
注
が
記
さ
れ
て
い
る
。

四
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五
〇

　

あ
さ
ほ
ら
け
荻
の
上
葉
の
露
み
れ
は

　

や
ゝ
は
た
さ
む
し
秋
の
は
つ
か
せ　
拾
遺

ゆ
け
い
の
命
婦
を
つ
か
は
す

　

大
同
三
年
七
月
廿
日
以
衛
門
府
併
衛
士
府
又
以
靱
負

　

名
号
同
左
右
靱
負
府
者

　

衛
門
府
ユ
ケ
ヒ　
　

ミ
カ
イ
モ
リ　
見
識
員
令

　

職
員
令
云
内
外
命
婦
注
曰
謂
婦
人
帯
五
位
以
上
為
内

　

命
婦
五
位
以
上
妻
曰
外
命
婦
也
又
後
宮
識
員
令
曰
其
他

　

命
婦
准
夫
位
次
故
周
礼
曰
内
命
婦
謂
九
嬪
世
婦

　

女
御
也
外
命
婦
謂
卿
大
夫
之
妻
也

　

ゆ
け
い
の
命
婦
ハ
左
右
衛
門
佐
也
命
婦
ハ
五
位
女

　

天
理
図
書
館
蔵
文
禄
五
年
書
写
本
と
異
同
は
無
い
。

注

（
1
）�

藤
井
隆
「
王
朝
物
語
の
古
筆
切
―
そ
の
地
位
と
書
写
様
式
を
中
心
に
―
」（
久
下
裕
利
・
久
保
木
秀
夫
編
『
平
安
文
学
の
新
研
究
物
語
絵
と
古
筆

切
を
考
え
る
』
新
典
社
、
二
〇
〇
六
年
）。

（
2
）�

中
田
剛
直
『
竹
取
物
語
の
研
究　

校
異
篇
解
説
篇
』（
塙
書
房
、
一
九
六
五
年
）。

（
3
）�

片
桐
洋
一
「
竹
取
物
語　

解
説
」（
日
本
古
典
文
学
全
集
『
竹
取
物
語　

伊
勢
物
語　

大
和
物
語　

平
中
物
語
』
小
学
館
、
一
九
七
七
年
）。

（
4
）�

久
曽
神
昇
「
竹
取
物
語
の
古
鈔
本
断
簡
」（『
仮
名
古
筆
の
内
容
的
研
究
』
ひ
た
く
書
房
、
一
九
八
〇
年
）。

（
5
）�

田
中
登
「
物
語
古
筆
切
覚
書
」（
久
下
裕
利
・
久
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